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私
の
尊
敬
す
る
御み
て
ら寺
泉
涌
寺
の
長
老
様
が
、
以
下
の
よ

う
な
こ
と
を
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
昭
和
四
十
年
以
降
、
少
子
化
の
せ
い
も
あ
る
が
、
親

が
さ
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
家
事
の
手
伝
い
を
す
る
子
供

が
非
常
に
少
な
く
な
っ
た
。
ま
た
親
と
か
近
所
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
に
な
っ
て
会
話
も
少
な
く
な
り
、

自
ず
と
家
庭
で
仏
壇
に
接
す
る
機
会
も
、
そ
の
習
慣
す
ら

も
薄
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
子
ら
が
独
立
し
核
家
族

と
な
っ
て
、
そ
の
事
を
教
え
る
人
も
だ
ん
だ
ん
と
い
な
く

な
る
と
い
う
悪
循
環
で
、
仏
壇
に
も
な
じ
ま
な
い
よ
う
に

な
っ
た
。

　

祀
ら
な
い
、
拝
ま
な
い
と
い
っ
た
現
象
に
な
り
、
今
そ

の
子
供
ら
が
親
と
な
っ
て
子
育
て
を
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
仏
壇
に
礼
拝
し
感
謝
を
す
る
事
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。

　

現
代
人
は
歩
く
事
さ
え
少
な
く
な
り
、
そ
の
運
動
不
足

が
身
体
だ
け
で
は
な
く
頭
（
脳
）
や
心
（
意
）
も
固
く
し
、

も
の
の
考
え
方
が
偏
り
、
損
得
勘
定
が
激
し
く
、
す
ぐ
に

キ
レ
た
り
怒
っ
た
り
し
て
簡
単
に
犯
罪
行
為
に
走
り
な
が

ら
、
そ
れ
を
他
人
や
社
会
の
せ
い
に
し
て
自
分
の
行
為
を

正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
何
で
も
か
ん
で
も
裁
判
に

訴
え
る
だ
の
、
大
変
物
騒
で
暮
ら
し
難
い
世
の
中
に
な
っ

て
い
る
。も
っ
と
心
の
寛
大
な
柔
軟
性
の
あ
る
和
や
か
な
、

朗
ら
か
な
、
い
つ
で
も
『
ご
め
ん
な
さ
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
』
の
言
え
る
日
本
人

に
戻
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
今
も
立
派
に
仏
壇
を
祀
り
、
手

を
合
わ
せ
て
感
謝
し
、
一
家
円
満
に
暮
ら
し
て

お
ら
れ
る
家
庭
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
温
故
知
新

の
言
葉
の
通
り
、
以
前
の
よ
う
に
子
供
の
時
か

ら
各
家
庭
に
お
い
て
、
仏
壇
の
大
切
さ
必
要
性

を
感
じ
さ
せ
、
先
ず
仏
壇
の
本
尊
、
続
い
て
先

祖
代
々
、
各
諸
精
霊
に
礼
拝
し
、
日
々
の
無
事

健
勝
に
感
謝
し
、
相
互
供
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
繁
栄
す
る
の
で
す
」
と
、述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
を
ピ
ー
ク
に
犯
罪
の
認
知
件
数
は
減
り

続
け
、
現
在
は
当
時
の
半
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
な
か
な
か
そ
れ
を
実
感
出
来
ま
せ
ん
。
長
老
様

は
「
世
相
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
り
、
一
般
的
に
も
マ
ナ
ー

が
悪
く
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
自
分
本
位
の
利
己
主
義

多
欲
者
に
よ
る
憂
え
る
べ
き
事
が
多
す
ぎ
る
。
現
代
人
は

『
癒
し
』
な
る
言
葉
に
踊
ら
さ
れ
て
ペ
ッ
ト
に
、
快
楽
に

と
走
り
、
ま
た
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
と
『
ス
ト
レ
ス
』

と
い
う
言
葉
を
借
り
て
、
殺
人
等
の
凶
悪
犯
罪
や
悪
質
な

詐
欺
を
は
た
ら
い
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、「
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
生
き
て
い
る
私
た
ち
が
も
う
一
度
原

点
に
戻
り
、
勤
勉
努
力
の
日
本
人
、
人
の
非
ば
か
り
を
責

め
あ
う
の
で
は
な
い
、
助
け
合
え
る
優
し
い
日
本
人
に
戻

り
、
諸
外
国
の
お
手
本
と
な
る
治
安
の
良
い
国
と
な
る
の

を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
」
と
お
話
し
に
な
り
、
そ
の
た
め

に
も
前
回
紹
介
し
た
「
六
波
羅
蜜
の
教
え
を
も
っ
と
も
っ

と
広
め
、
殊
に
布
施
行
と
忍
辱
行
と
精
進
行
を
一
層
説
い

て
い
く
」
と
、
力
強
く
お
述
べ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
六
波
羅
蜜
を
覚
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
？合

掌

　
　

大
本
山
須
磨
寺　

貫
主

   　
　

 　
　

小
池　

弘
三
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⑷
、
現
世
で
は
延
命
長
寿
に
恵
ま
れ
る
。

　

⑸
、
も
ろ
も
ろ
の
願
望
が
か
な
う
。

　

⑹
、
水
火
の
災
難
が
な
く
な
る
。

　

⑺
、
身
体
の
疲
れ
や
衰
え
が
な
く
な
る
。

　

⑻
、
悪
夢
を
見
て
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
な
く

な
る
。

　

⑼
、
家
に
い
て
も
旅
に
出
て
も
、
神
々
に
守

護
さ
れ
る
。

　

⑽
、
仏
に
あ
う
な
ど
、
多
く
の
神
聖
な
る
巡

り
会
い
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
お
地
蔵
さ
ま
に
は
、
実
に
多
様

な
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
身

代
り
地
蔵
・
子
安
地
蔵
・
と
げ
ぬ
き
地
蔵
・
汗

か
き
地
蔵
・
日ひ
ぎ
り限

地
蔵
・
一
願
地
蔵
・
水
子
地

蔵
な
ど
な
ど
。

　

こ
れ
は
、
お
地
蔵
さ
ま
が
、
全
国
津
々
浦
々

の
老
若
男
女
に
普
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
人
々
の

願
い
の
数
だ
け
、
お
地
蔵
さ
ま
は
そ
の
願
い
に

応
じ
て
、
そ
の
姿
を
変
え
、
あ
ら
ゆ
る
方て
だ
て便
を

駆
使
し
て
衆
生
済
度
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
い
う
な
れ
ば
、
人
々
の
願
い
の
数
だ
け
お

地
蔵
さ
ま
は
お
ら
れ
る
と
い
う
訳
で
す
。
こ
の

意
味
で
、
お
地
蔵
さ
ま
は
、
私
た
ち
に
最
も
近

し
く
、馴な

じ染
み
深
い
仏
さ
ま
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
お
地
蔵
さ
ま
は
、
五
七
日
（
死
後

三
十
五
日
目
）
の
守
り
本
尊
で
あ
り
ま
す
。
亡

き
人
は
普
賢
菩
薩
の
教
導
を
受
け
た
あ
と
、
続

い
て
お
地
蔵
さ
ま
の
下
で
、
数
々
の
有
難
い
教

え
を
受
け
、
そ
の
ご
利
益
を
い
た
だ
く
の
で

す
。
そ
し
て
、
更
に
次
の
六
七
日
の
お
導
師
で

あ
る
弥
勒
菩
薩
の
膝し
っ
か下

に
導
か
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
地
蔵
菩
薩
の
本
願
（
誓
願
）
と
ご

利
益
に
つ
い
て
、
少
し
敷ふ
え
ん衍

し
て
述
べ
て
み

ま
す
。

　

お
釈
迦
さ
ま
（
釈
尊
）
の
滅
後
、
弥
勒
菩
薩

が
弥
勒
仏
と
な
っ
て
成
道
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

す
な
わ
ち
五
十
六
億
七
千
万
年
と
い
う
と
て
つ

も
な
く
長
い
間
、
こ
の
世
に
悟
り
を
開
か
れ
た

仏
さ
ま
が
お
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
お
釈
迦
さ

ま
は
、
そ
の
無
仏
の
時
代
に
お
け
る
衆
生
の
済

度
（
救
済
）
を
地
蔵
菩
薩
に
付ふ
し
ょ
く嘱

（
依
頼
）
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、お
地
蔵
さ
ま
は
、こ
の
五
ご
じ
ょ
く濁（

※
）

悪
世
の
世
界
に
あ
っ
て
、
六
道
に
輪
廻
し
迷
苦

に
あ
え
ぐ
衆
生
（
死
者
も
生
者
も
）
を
哀
れ
み
、

教
化
と
救
済
に
専
心
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

※
五
濁—

こ
の
世
に
存
在
す
る
五
つ
の
汚
れ

　

①
劫こ

う
じ
ょ
く

濁—

時
代
が
濁
り
、
疫
病
・
飢
饉
・

戦
争
な
ど
が
多
発
す
る
。　

　

②
見け
ん
じ
ょ
く
濁—

よ
こ
し
ま
で
邪
悪
な
見
方
や
考

え
方
が
は
び
こ
り
、
知
性
が
失
わ
れ
る
。

　

③
煩
悩
濁—

貪
り
・
怒
り
・
迷
い
な
ど
の

煩
悩
が
人
の
心
を
支
配
し
、
悪
が
は
び

こ
る
。

　

④
衆
生
濁—

衆
生
の
果
報
が
衰
え
、
心
も

体
も
虚
弱
に
な
り
、
苦
悩
が
増
大
す
る
。

　

⑤
命み
ょ
う
じ
ょ
く
濁—

衆
生
の
健
康
寿
命
が
次
第
に
短

く
な
る
。

　

こ
の
お
地
蔵
さ
ま
の
衆
生
済
度
の
大
慈
悲
の

働
き
を
代
受
苦
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
お

地
蔵
さ
ま
は
代
受
苦
の
菩
薩
と
い
わ
れ
、
代
受

苦
は
お
地
蔵
さ
ま
を
特
徴
づ
け
る
最
も
尊
い
誓

願
で
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
誓
願
を
発お
こ

さ
れ
る

こ
と
を
発ほ
つ
が
ん願
と
い
い
ま
す
。
発
願
と
は
、
菩
提

心
（
悟
り
を
求
め
る
心
）
を
起
こ
し
て
修
行
し
、

開
悟
す
る
自
利
の
願
い
（
目
的
）
と
、
不
退
転

の
決
意
を
持
っ
て
、
衆
生
を
悉
く
救
お
う
と
す

る
利
他
の
願
い
を
発
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
お

地
蔵
さ
ま
は
、
こ
の
自
利
を
も
顧
み
ず
、
利
他

に
専
念
す
る
こ
と
を
本
懐
と
さ
れ
て
い
る
有
難

い
仏
さ
ま
な
の
で
す
。

　

こ
の
代
受
苦
の
大
願
と
し
て
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
十
二
大
願
で
あ

り
ま
す
。

　

①
地
獄
に
堕
ち
て
地
獄
の
苦
患
を
受
け
て
い

る
者
に
代
っ
て
、
そ
の
大
苦
を
受
け
て

く
だ
さ
る
。

　

②
餓
鬼
道
の
苦
を
受
け
て
い
る
者
に
代
っ

て
、
そ
の
苦
を
受
け
て
く
だ
さ
る
。

　

③
畜
生
の
身
に
な
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
者
に

代
っ
て
、
そ
の
苦
を
受
け
て
く
だ
さ
る
。

　

④
修
羅
道
に
堕
ち
て
闘
争
と
殺
戮
に
明
け
暮

れ
て
苦
し
ん
で
い
る
者
に
代
っ
て
、
そ

の
苦
し
み
を
受
け
て
く
だ
さ
る
。

　

⑤
人
間
界
に
あ
っ
て
迷
妄
に
苦
し
ん
で
い
る

者
に
代
っ
て
、
そ
の
苦
悩
を
受
け
て
く

だ
さ
る
。

　

⑥
短
命
の
衆
生
に
は
自
分
の
寿
命
を
分
け
与

え
て
長
寿
を
得
さ
せ
て
く
だ
さ
る
。（
延

命
地
蔵
）

　

⑦
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
衆
生
に
代
っ
て
、

そ
の
苦
痛
を
受
け
て
く
だ
さ
る
。

　

⑧
悪
政
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に

代
っ
て
、　

そ
の
苦
し
み
を
受
け
て
、

人
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
だ
さ
る
。

　

⑨
怨
み
を
も
っ
た
者
か
ら
の
危
害
や
、
凶
悪

な
者
か
ら
の
傷
害
に
苦
し
ん
で
い
る
者

た
ち
に
代
っ
て
、
そ
の
災
難
を
引
き
受

け
、
そ
の
苦
し
み
か
ら
免
れ
さ
せ
て
く

だ
さ
る
。

　

⑩
貧
し
さ
に
苦
し
ん
で
い
る
者
に
は
、
財
宝

を
与
え
て
救
い
と
っ
て
く
だ
さ
る
。

　

⑪
よ
い
行
い
を
し
て
、
社
会
に
役
立
つ
に
相

応
し
い
地
位
を
欲
す
る
者
に
は
、
そ
の

願
望
を
満
た
し
て
く
だ
さ
る
。

　

⑫
人
間
が
死
ぬ
と
き
に
は
、
そ
の
臨
終
の

場
に
現
れ
て
、
お
浄
土
へ
導
い
て
く
だ

さ
る
。

　

こ
の
十
二
の
誓
願
は
、
ま
こ
と
に
有
難
く
勿

体
な
い
慈
悲
の
実
践
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
お
地
蔵
さ
ま
よ
り
受
け
る
功
徳
と
ご

利
益
に
つ
い
て
、
一
説
の
み
紹
介
し
て
お
き
ま

す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、『
地
蔵
菩

薩
本
願
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
「
十
種
利
益
」

が
あ
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
お
地
蔵
さ
ま
の
お
名
を
唱
え
て

礼
拝
し
供
養
す
れ
ば
、
十
種
の
ご
利
益
を
い
た

だ
け
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

⑴
、
土
地
が
豊
饒
で
豊
作
に
な
る
。

　

⑵
、
家
門
が
永
く
繁
栄
す
る
。

　

⑶
、
死
後
天
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

十
三
佛
に
見
守
ら
れ
て
⑻

　

―
地
蔵
菩
薩（
下
）   

摩
耶
山
天
上
寺
貫
主 

伊
藤　

浄
厳
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四
萬
六
千
日
と
は
、
観
音
様
の

ご
縁
日
で
、
こ
の
日
に
お
参
り
す
る

と
、
四
萬
六
千
日
参
詣
し
た
の
に
相

当
す
る
功
徳
を
生
ず
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

須
磨
寺
で
は
、
本
堂
に
お
い
て

初
盆
精
霊
供
養
の
法
要
を
執
り
行

い
、
引
き
続
い
て
境
内
に
ろ
う
そ
く

で
形
作
ら
れ
た
巨
大
な
観
音
様
の
お

顔
、
み
あ
か
り
観
音
の
前
で
読
経
し
、

皆
様
方
の
所
願
成
就
・
萬
霊
供
養
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
、

本
堂
前
に
お
い
て
和
太
鼓
の
奉
納
演

奏
な
ど
の
催
し
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

知
友
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
拝
下
さ

い
。

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
須
磨
寺
本
堂
前
寺
務
所
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

夏
・
秋
の
行
事
案
内

　
◇ 

七
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
三
十
日   （
月
）　
子
ど
も
寺
子
屋
修
行

　
◇ 

八
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
九
日    

（
木
）　
四
萬
六
千
日
燈
明
会
　
み
あ
か
り
観
音
　 

〈
午
後
六
時
〉　
須
磨
寺
　
本
堂

○
十
二
日
（
日
）
～
十
五
日
（
水
）　
盂
蘭
盆
会

○
十
五
日
（
水
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　  

〈
午
前
十
時
〉　
本
坊
客
殿

○
十
七
日
（
金
）　
青
葉
殿
盂
蘭
盆
会
法
要
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
九
時
・
正
午
・
午
後
三
時
〉　
　
青
葉
殿

○
十
九
日
（
日
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　〈
午
後
二
時
〉　
　  

櫻
寿
院
本
堂

○
二
十
日
（
月
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　〈
午
後
二
時
〉　
　  

蓮
生
院
本
堂

○
二
十
日
（
月
）・
二
十
一
日
（
火
）　
盆
大
師
（
ご
縁
日
）

　
◇ 

九
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
二
十
日
（
木
）
～
二
十
六
日
（
水
）　 

彼
岸
会
　
特
別
護
摩
祈
祷
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
午
前
十
時
・
午
後
二
時
〉
護
摩
堂

○
二
十
日
（
木
）・
二
十
一
日
（
金
）　
彼
岸
大
師
（
ご
縁
日
）

　
◇ 

十
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
八
日
（
月
）　
　
須
磨
　
夜
音
　
音
楽
法
要
祭

○
二
十
日
（
土
）・
二
十
一
日
（
日
）　
大
師
縁
日

　
◇ 
十
一
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
十
二
日
（
月
）　 

平
家
物
語
巡
り
法
要

○
二
十
日
（
火
）・
二
十
一
日
（
水
）　 

大
師
縁
日

○
二
十
三
日
（
金
）　 
秋
の
大
祭
　
須
磨
の
火
祭
り
　 

柴
燈
大
護
摩
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
十
一
時
〉
須
磨
寺 

境
内

 
四
萬
六
千
日
燈
明
会
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
～
み
あ
か
り
観
音
～

一
、
日　
　

時　
　

八
月
九
日　
　

午
後
六
時
よ
り

一
、
会　
　

場　
　

須
磨
寺
本
堂
前

一
、
ご
供
養
・
ご
祈
祷
料　
　
　

ろ
う
そ
く　
　

一
本　
　

千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈
祷
札　
　
　

一
体　
　

三
千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
木
供
養　
　

一
霊　
　

三
千
円
也



青葉の笛だより （4）

〜クリスタルボウルについて〜
歴史：はるか昔から、クリスタル(水晶)が与えるヒーリング効果が確認

され、古代アトランティス時代(約8万年前)にも、クリスタルボウ
ルに似たものを使用していたという伝説が残っています。

製造：天然水晶100％のものや、ローズクォーツ、アメジストなど美し
い水晶、24金、プラチナなどの貴金属を混入したボウルなど、
新しいタイプの高品質、高エネルギーのボウル(アルケミークリ
スタルボウル)が製造されています。

　　ドから、オクターブ上のドまで、♯を含む13の音階があります。
種類に応じて音階は異なり、チャクラと呼ばれる私たちの各エ
ネルギーセンターにも対応しています。

特性：クリスタルボウルの音（波動）は、私たちの耳で確認できる範囲
をはるかに超え、500メートル以上にまで達すると言われていま
す。人が聞こえる範囲から、聞こえない超音波にいたるまで、幅
広い音域があり振動します。

　　 元の音の2倍、3倍、4倍〜整数倍になる「倍音」を持ち、また
振動が広がろうとする力「共鳴」があり、似かよった周波数を持
つものには、全て反応し同調します。

〜クリスタルボウル・ヒーリングについて〜
人体は70％以上が水分です。クリスタルボウルの振動は、体の中のリンパ液、血液、骨にまで
伝導していきます。骨髄や骨の中にもクリスタルと同じ元素があり、クリスタルボウルの振動に
よって共鳴し合うことが確認されています。体の細胞の隅 ま々で振動し、共鳴し合うため、血液
を増大させたり、ストレスを減少させたり、体と心のバランスを取って深いリラクゼーションをもた
らします。
人によって効果の表れ方はさまざまですが、一般的にはこんな効果があります。
●心地よいリラックス感や解放感を促す。　●ストレスの軽減、解消。　
●神経組織にバランスをもたらす。　●免疫力を高める。　
●肉体的なエネルギーやメンタルな集中力を増進させる。
●脳が活性化し、感覚が敏感になる。

クリスタルボウルの演奏を聞く前後の変化を病院で実験したところ
●はじめ滞っていた血液の流れがスムーズに変化したことが確認されています。
　人体の水分が、音の振動を受けて動き出すので、全身の細胞が活性化されます。
●脳波は、はじめ活動的だったβ波（ベータ波）の状態から、落ち着いたα波（アルファ波）の状
態に変わり、さらに瞑想している時と同じ状態のθ波（シータ波）の領域まで入っていきます。
　クリスタルボウルの豊かな響きに身をゆだねていると、自然と呼吸が深くなり、肉体的にも
精神的にも、ストレスから解放されていきます。

効
果

病
院
で
の
実
験

　正覚院では、平成 30 年 5 月より、毎月、阿字観道場にてアルケミー
クリスタルボウル・ヒーリングコンサートを行っています。水晶の響きが
心と身体を癒します。ぜひお気軽にご参加ください。

日　時： 7月22日（日）、 8月20日（月）、9月20日（木）、
　　　10月21日（日）、11月20日（火）、12月20日（木）　　13時〜14時
参加費：1 回 1000 円　
会　場：須磨寺正覚院　阿字観道場
問合せ：078 −731−0374　

各回
定員三十名

持ち物：
●寝転んで聴かれる方はタオルかヨガマット
●ペットボトル等の水
※小さなお子様はご遠慮ください。
※演奏途中の入場はお控えください。

中野　優子
アルケミークリスタルボウル・サウンドセラピスト
スピリチュアル・アロマセラピスト
高橋ヨガ研究所認定講師
イギリスオーラライト・カラーセラピスト
世界のお茶マイスター

〜
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜

 
須
磨
の
火
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

須
磨
の
火
祭
り
は
屋
外
で
の
柴さ
い
と
う燈

大お
お

護ご

ま

く
摩
供
で
、
こ
の

一
年
を
無
事
に
終
え
た
事
を
仏
様
に
感
謝
し
、
火
渡
り
に

よ
っ
て
身
を
清
め
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
に
晩
秋
に
行

い
ま
す
。
火
渡
り
神
事
と
は
火か
し
ょ
う
ざ
ん
ま
い

生
三
昧
と
も
い
わ
れ
、
柴

燈
護
摩
の
終
わ
り
に
火
の
上
を
渡
る
荒
行
で
す
。
浄
火
に

よ
り
災
厄
を
祓
い
福
を
招
く
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
特

に
来
年
厄
年
を
迎
え
る
方
は
、
厄
難
消
除
の
た
め
に
、
火

渡
り
を
し
て
身
を
清
め
、
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

　

火
渡
り
の
方
は
当
日
お
札
、
行
者
手
ぬ
ぐ
い
を
お
渡
し

し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
一
、
日
　
　
　
時
　
　
十
一
月
二
十
三
日
（
金
曜
日
）
午
前
十
一
時
開
白

　
一
、
会
　
　
　
場
　
　
須
磨
寺
境
内
　
※
荒
天
時
は
、
護
摩
堂
に
て

　
一
、
ご

祈

祷

　
特
別
祈
祷
札
　
　
　
一
万
円
・
三
万
円
・
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
添
護
摩
木
　
　
　
　
千
円

　
一
、
火

渡

り

　
厄
年
特
別
火
渡
り
　
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
火
渡
り
　
　
　
二
千
円
〈
先
着
百
五
十
名
〉

　
　
　

  

※
火
渡
り
神
事
は
荒
行
で
す
。
多
少
の
や
け
ど
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　  

申
込
書
の
注
意
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
一
、
お
申
し
込
み
　
　
須
磨
寺
派
各
寺
院
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
三
十
一
年　

厄
年
表

　

平
成　

十
三
年
生
（
女
性　

厄
年
）　

平
成　
　

七
年
生
（
男
性　

小
厄
）

　

昭
和
六
十
三
年
生
（
女
性　

前
厄
）　

昭
和
五
十
四
年
生
（
男
性　

前
厄
）

　

昭
和
六
十
二
年
生
（
女
性　

本
厄
）　

昭
和
五
十
三
年
生
（
男
性　

本
厄
）

　

昭
和
六
十
一
年
生
（
女
性　

後
厄
）　

昭
和
五
十
二
年
生
（
男
性　

後
厄
）

　

昭
和
五
十
八
年
生
（
女
性　

厄
年
）　

昭
和
三
十
四
年
生
（
男
性　

厄
年
）

　

昭
和
三
十
四
年
生
（
女
性　

厄
年
）

アルケミークリスタルボウル・
ヒーリングコンサート



青葉の笛だより（5）
　

六
月
十
五
日
は
弘
法
大
師
空
海
様
の
お
誕
生
日
で
す
。

神
戸
で
は
、
神
戸
真
言
宗
連
合
会
が
主
催
と
な
っ
て
、
毎

年
六
月
十
五
日
に
お
大
師
様
の
生
誕
を
お
祝
い
す
る
「
い

ろ
は
ま
つ
り
」
が
三
宮
の
国
際
会
館
に
於
い
て
行
な
わ
れ

ま
す
。
第
一
部
は
「
奉
讃
詠
歌
舞
踊
大
会
」
と
な
っ
て

お
り
、
各
講
が
御
詠
歌
や
舞
踊
を
披
露
し
ま
す
。
須
磨

寺
御
詠
歌
講
も
二
曲
御
詠
歌
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
第

二
部
「
式
典
」
で
は
、
神
戸
市
内
真
言
宗
寺
院
の
住
職
・

副
住
職
が
総
出
仕
で
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
第
三
部
は

毎
年
内
容
が
変
わ
り
ま
す
が
、
今
年
は
「
ま
る
こ
の
い
ろ

は
寄
席
」
と
題
し
て
、
僧
侶
で
落
語
家
の
露
の
団
姫
さ

ん
に
よ
る
仏
教
落
語
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
の

第
四
部
は
、毎
年
恒
例
の
僧
侶
に
よ
る
劇
団
「
あ
じ
の
こ
」

に
よ
る
演
劇
で
す
。
今
年
は
「
我
々
は
何
処
か
ら
来
た
の

か
、
我
々
は
何
故
祈
る
の
か
、
我
々
は
何
処
へ
行
く
の
か
」

を
演
じ
ま
し
た
。
今
回
も
劇
団
あ
じ
の
こ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

脚
本
で
し
た
。
須
磨
寺
か
ら
は
、本
坊
副
住
職
小
池
陽
人
、

正
覚
院
副
住
職
朝
倉
経
義
が
出
演
し
ま
し
た
。
一
日
盛
沢

山
の
内
容
で
、
ご
来
場
下
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
と

お
大
師
様
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
心
安
ら
ぐ
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

今
回
、
須
磨
寺
御
詠
歌
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
北
野
多
惠

子
さ
ん
の
体
験
談
を
掲
載
し
ま
す
。

　

お
大
師
様
の
御
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
い
ろ
は
祭
り
。
須
磨
寺
御
詠
歌

教
室
と
し
て
は
三
度
目
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
朝
か
ら
の
激
し
い
雨
に

も
め
げ
ず
、
皆
さ
ん
日
頃
の
練
習
の
姿
勢
そ
の
ま
ま
の
熱
心
さ
で
集
合
場

所
に
。
こ
の
三
年
間
、
山
本
先
生
と
亀
谷
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、
暑
い

日
も
、
寒
い
日
も
、
雨
の
日
も
、
風
の
日
も
、
お
休
み
す
る
こ
と
な
く
お

稽
古
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
年
目
は
、
無
我
夢
中
で
周
り
も
良
く
見
え
ず
、
と
に
か
く
声
が
出
せ

ま
す
よ
う
に
と
祈
り
な
が
ら
の
奉
詠
で
し
た
。
二
年
目
は
、
少
し
会
員
数

も
増
え
、前
回
よ
り
は
落
ち
着
い
て
、「
明
る
く
元
気
良
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

皆
で
心
を
合
わ
せ
て
の
奉
詠
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
三
年
目
。
若
い
人

も
一
人
二
人
と
入
会
さ
れ
、
さ
ら
に
、
嬉
し
い
事
に
男
性
会
員
さ
ん
の
入

会
も
あ
り
、
声
の
幅
に
厚
み
が
増
し
、
力
強
い
こ
と
で
し
た
。
彼
の
参
加

に
よ
り
こ
れ
か
ら
も
男
性
会
員
が
増
え
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

山
本
先
生
は
じ
め
亀
谷
さ
ん
の
ご
指
導
も
、
優
し
さ
だ
け
で
な
く
、
時

に
は
厳
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、
大
き
な
舞

台
で
も
伸
び
伸
び
と
奉
詠
で
き
る
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
教
室
に
は
縁
の
下
の
力
持
ち
的
存
在
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

お
か
げ
様
で
、
会
の
運
営
に
大
き
な
大
き
な
助
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
練

習
会
場
の
机
や
座
布
団
の
設
営
、
音
響
機
材
等
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
運
営

に
関
わ
る
記
録
と
そ
の
管
理
、
行
事
出
演
時
の
写
真
撮
影
や
、
大
き
く
重

た
い
大
玄
関
の
扉
の
開
け
閉
め
等
々
。
そ
の
方
が
居
な
く
て
は
、
私
達
の

力
だ
け
で
は
こ
の
様
に
順
調
な
発
展
は
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

中
高
年(

ま
だ
老
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん)

の
私
達
は
、
時
に
思
い
も
よ
ら

な
い
病
気
に
見
舞
わ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
幸
せ
な
こ
と
に
、
須
磨
寺

教
室
の
皆
さ
ん
は
、
助
け
合
い
、
手
を
差
し
伸
べ
、
ね
ぎ
ら
い
の
声
を
掛

け
て
…
と
、
優
し
さ
に
溢
れ
た
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
し
て
、
何
時
も
そ
っ
と
気
に
掛
け
て
、
励
ま
し
て
下
さ
る

管
長
様
が
居
て
下
さ
る
こ
と
が
、
私
達
の
大
き
な
安
心
と
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
須
磨
寺
御
詠
歌
教
室
で
す
。　
　
　

　

多
く
の
皆
様
の
見
学
・
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

  

三
回
目
の
い
ろ
は
祭
り
　

　
北
野  

多
惠
子

劇団あじのこ

須磨寺御詠歌講

い
ろ
は
ま
つ
り
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三
月
吉
日
に
貞
照
寺
に
三
面

大
黒
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
大
黒
様
は
貞
照
寺
先
代
住
職

の
龍
心
僧
正
が
須
磨
寺
大
仏
師

の
山
高
龍
雲
氏
に
依
頼
し
て
作

製
し
た
も
の
で
震
災
後
の
混
乱

の
中
、
紛
失
し
て
い
ま
し
た
が

貞
照
寺
再
建
工
事
開
始
を
目
前

に
関
係
者
が
見
つ
け
出
し
、
山

高
氏
の
修
復
を
経
て
帰
っ
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
面
大
黒
は
三
面
六
臂
（
三

つ
の
顔
で
腕
が
六
本
あ
る
）
で

正
面
に
大
黒
天
の
、
向
か
っ
て
左
に
毘
沙
門
天
、
右

に
弁
財
天
の
顔
が
あ
り
米
俵
に
乗
り
、
向
か
っ
て
左

の
腕
は
毘
沙
門
天
の
持
ち
物
の
三
叉
戟
と
宝
棒
に
大

黒
天
の
持
ち
物
の
小
槌
を
持
ち
、
向
か
っ
て
右
は
弁

財
天
の
持
ち
物
の
鍵
と
宝
珠
、
大
黒
天
の
持
ち
物
の

袋
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
三
面
大
黒
は
豊
臣
秀
吉

の
念
持
仏
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

貞
照
寺
は
再
建
工
事
中
な
の
で
蓮
生
院
の
位
牌
壇

に
仮
安
置
し
て
い
ま
す
。
三
面
大
黒
の
縁
日
は
毎
月

　

高
野
山
の
蓮
華
三
昧
院
の
院
主
は
今
年
の
十
月

十
一
日
に
明
神
奉
送
迎
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の

お
寺
に
高
野
山
の
鎮
守
で
あ
る
高
野
明
神
を
お
迎
え

す
る
儀
式
で
、
迎
え
た
院
主
は
一
年
間
高
野
山
か

ら
の
外
出
を
禁
じ
ら
れ
、
毎
日
明
神
様
に
礼
拝
を

行
い
ま
す
。
期
間
は
旧
暦
の
九
月
三
日
か
ら
一
年

で
、
西
暦
に
す
れ
ば
二
〇
一
八
年
十
月
十
一
日
か
ら

二
〇
一
九
年
十
月
一
日
ま
で
で
す
。

　

こ
の
蓮
華
三
昧
院
は
『
当
山
歴
代
』
を
見
る
と
い

つ
の
頃
か
ら
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も

江
戸
時
代
に
は
須
磨
寺
と
本
末
関
係
を
結
ん
で
い
た

ら
し
く
、『
当
山
歴
代
』
に
は
何
回
か
須
磨
寺
か
ら
の

使
者
が
蓮
華
三
昧
院
に
赴
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
今
回
か
ら
何
回
か
に
わ
た
っ
て
須
磨
寺
と
蓮

華
三
昧
院
が
本
末
関
係
を
結
ぶ
前
と
結
ん
だ
後
に
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
今
か
ら
三
年
前
、
平
成
二
十
七
年

（
二
〇
一
五
）
の
四
月
十
日
に
あ
っ
た
高
野
山
開
創

一
二
〇
〇
年
記
念
須
磨
寺
法
要
の
前
日
に
須
磨
寺
関

係
者
が
泊
ま
っ
た
宿
坊
は
蓮
華
三
昧
院
で
は
な
く
、

遍
照
光
院
と
い
う
名
前
の
寺
院
で
し
た
。
現
在
の
須

磨
寺
の
高
野
山
に
お
け
る
関
係
寺
院
は
遍
照
光
院
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
次
回
か
ら
、
遍
照
光
院
が
ど

う
い
う
寺
院
で
、
蓮
華
三
昧
院
と
ど
う
い
う
関
係
が

あ
る
の
か
も
含
め
て
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

須
磨
寺
の
歴
史〈
二
十
一
〉

　
　
　

―
蓮
華
三
昧
院（
一
）

貞照寺三面大黒・再建工事

一

周

忌
 

平
成
二
十
九
年
亡

三

回

忌

 
平
成
二
十
八
年
亡

七

回

忌

 

平
成
二
十
四
年
亡

十
三
回
忌　

平
成
十
八
年
亡

十
七
回
忌　

平
成
十
四
年
亡

二
十
三
回
忌　

 

平
成 

 

八
年
亡

二
十
五
回
忌　

 

平
成
六
年
亡

二
十
七
回
忌　

 

平
成
四
年
亡

三
十
三
回
忌　

 

昭
和
六
十
一
年
亡

三
十
七
回
忌　

 

昭
和
五
十
七
年
亡

五
十
回
忌
　

昭
和
四
十
四
年
亡

百

回

忌

 

大
正
八
年
亡

平成三十年
年忌一覧

三
日
な
の
で
ぜ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
六
月
に
入
り
よ
う
や
く
貞
照
寺
再
建
工
事
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
ま
だ
基
礎
工
事
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
が
、
来
年
か
ら
合
祀
墓
の
移
転
な
ど

の
貞
照
寺
周
辺
工
事
も
始
ま
り
、
来
年
秋
の
完
成
ま

で
日
に
日
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
来
年
秋
の
完
成

ま
で
参
拝
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
助
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。



青葉の笛だより（7）

　

平
成
三
十
年
十
月
八
日
十
八
時
よ
り
、
第

四
回
と
な
る「
須
磨　

夜
音　

音
楽
法
要
祭
」

を
執
り
行
い
ま
す
。「
夜
音　

音
楽
法
要
祭
」

は
、
平
敦
盛
を
は
じ
め
と
す
る
源
平
戦
士
へ

の
供
養
と
平
和
へ
の
祈
り
、
そ
し
て
度
重
な

る
災
害
に
お
け
る
慰
霊
と
復
興
の
祈
り
を
法

要
の
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

　

法
要
の
内
容
は
、
元
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
の
ド

ラ
マ
ー
の
梶
原
徹
也
氏
率
い
る
「
神
紗
」
の

ド
ラ
ム
・
和
太
鼓
・
舞
・
三
味
線
の
奉
納
演

奏
に
加
え
、
須
磨
琴
の
演
奏
と
Ｋ
ｉ
ｓ
ｓ
Ｆ

Ｍ
神
戸
の
サ
ウ
ン
ド
ク
ル
ー
中
野
耕
史
氏
の

語
り
、
そ
し
て
昨
年
に
引
き
続
き
天
台
聲
明

兵
庫
社
会
奉
仕
會
と
須
磨
寺
の
僧
侶
が
共
に

声
明
を
唱
え
ま
す
。
天
台
宗
の
声
明
と
真
言

宗
の
声
明
、
宗
派
を
越
え
て
共
に
祈
り
ま
す
。

法
要
の
最
後
に
は
、
読
経
と
ド
ラ
ム
・
和
太
鼓
・

舞
が
す
べ
て
重
な
り
合
い
、
祈
り
の
世
界
を

創
り
出
し
ま
す
。

　

夜
の
お
寺
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
僧
侶
の
読
経
と
音
楽
が
織
り
な
す
祈
り
の
世
界
を
体
感
し

て
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
心
に
響
く
法
要
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
寺
に
足

を
運
ん
で
下
さ
る
多
く
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
是
非
ご
知
友
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
参
拝
下
さ
い
。

記

　
日
　
時
　
　
　
平
成
三
十
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
よ
り

　
場
　
所
　
　
　
須
磨
寺
　
本
堂

 

須
磨 

夜
音 

音
楽
法
要
祭

～
真
言
声
明
と
天
台
声
明
　
平
安
の
響
き
～

　9 月から新西国巡礼の旅を始めます。この旅は、須磨寺副住職小池陽人が同道いたします。バスは 1 台で
定員先着 42 名様に限定いたします。初めての方も、ご希望の回だけの方も大歓迎です。お気軽にご参加くだ
さい。定員に達し次第募集を締め切りますのでお早目にお申し込みください。詳細は追って境内に広報いたし
ます。（ご注意：月日等は変更の可能性があります。）

 新西国巡礼の旅 

入
場
自
由

須磨寺 副住職 
小池陽人 同道

第 1 回 9月8日（土） 須磨寺 ㉔ 能福寺 ㉓ 神呪寺 ㉑ 天上寺 ㉒ ―
第 2 回 10月（土） 太融寺 ② 鶴満寺 ③ 飛鳥寺 ⑨ 橘寺 ⑩ 當麻寺 ⑪
第 3 回 11月（土） 水間寺 ④ 道成寺 ⑤ 宝亀院 ⑥ ― ―
第 4 回 12月（土） 満願寺 ⑬ 萩の寺 ⑫ 神峯山寺 ⑭ 楊谷寺 ⑰ ―
第 5 回 1月（土） 立木山寺 ⑳ 延暦寺 ⑱ ― ― ―
第 6 回 2月（土） 鞍馬寺 ⑲ 大報恩寺 ⑯ 請願寺 ⑮ ― ―
第 7 回 3月（土） 四天王寺 ① 金剛寺 ⑦ 西方寺 ⑧ ― ―
第 8 回 4月（土） 太山寺 ㉕ 大谿寺 伽那院 ㉖ 浄土寺 （客番） 光明寺 ㉘ ―
第 9 回 5月（土） 鶴林寺 ㉗ 花岳寺 ㉛ 斑鳩寺 ㉜ ― ―
第 10 回 6月（土） 酒見寺 ㉙ 金剛城寺 ㉚ 瑠璃寺 ㉝ ― ―

予告

須磨寺 能福寺 神呪寺 天上寺 



青葉の笛だより （8）
　

江
戸
時
代
の
俳
人
・
北
村
季
吟
の
代
表

的
な
俳
句
で
す
。

　

ま
も
な
く
お
盆
が
や
っ
て
き
ま
す
。
お

盆
に
は
ご
先
祖
様
が
我
が
家
に
帰
っ
て
く

る
と
信
じ
、
食
卓
に
は
故
人
が
好
き
だ
っ

た
料
理
を
用
意
し
、
ご
先
祖
様
と
と
も
に

食
べ
ま
す
。
こ
う
し
た
日
本
の
風
習
を

「
ま
ざ
ま
ざ
と
い
ま
す
が
如
し
」
と
詠
ん

だ
の
で
す
。
お
帰
り
に
な
っ
た
ご
先
祖
様

が
が
っ
か
り
な
さ
ら
な
い
よ
う
、
丁
寧
に

お
迎
え
し
た
い
も
の
で
す
。

　

先
日
の
大
阪
北
部
を
襲
っ
た
地
震
で
、

で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
一
日

も
早
い
復
興
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
毎
年
続
き
ま
す
。
そ

の
た
び
に
、
我
々
人
間
の
力
で
は
、
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
自
然
の
大
き
な

力
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
我
々
は
、
自

然
と
と
も
に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、
今
一
度
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
明
社
会
で
、

多
く
の
人
々
は
便
利
さ
や
快
適
さ
を
求

め
、
物
質
的
な
豊
か
さ
が
、
即
ち
、
人
生

に
お
け
る
豊
か
さ
だ
と
信
じ
、
そ
の
結
果
、

経
済
至
上
主
義
の
も
と
ひ
た
す
ら
進
ん
で

き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

お
大
師
様
に
「
澗
水
一
杯
朝
に
命
を
支

え
、
山
霞
一
咽
夕
に
神
を
谷
う
」(

か
ん

す
い
い
っ
ぱ
い
あ
し
た
に
い
の
ち
を
さ
さ

え
、
さ
ん
か
い
ち
え
ん
ゆ
う
べ
に
し
ん
を

や
し
な
う)

と
い
う
お
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

即
ち
、
朝
に
は
谷
川
の
水
で
命
を
支
え
、

夕
方
に
は
山
の
か
す
み
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸

い
込
み
英
気
を
養
い
、
自
然
の
中
に
い
て

こ
そ
生
き
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
、
と
い

う
意
味
で
す
。
お
大
師
様
は
常
に
大
自
然

の
中
で
修
行
す
る
こ
と
を
好
ま
れ
ま
し

た
。
高
野
山
を
修
行
の
道
場
と
し
て
開
創

さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
都
会
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、
毎
日

食
べ
る
食
事
は
、
す
べ
て
自
然
の
恵
み
で

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ど
ん
な
人
で
も
生

き
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
か
ら
恵

み
を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

　

日
本
で
は
「
八や
お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
」
と
い
う
言

葉
が
示
す
よ
う
に
、
山
・
川
・
海
・
太

陽
・
月
な
ど
自
然
す
べ
て
に
神
が
存
在
し

て
い
る
と
い
う
信
仰
が
あ
り
ま
し
た
。
自

然
を
神
と
し
て
信
仰
し
て
き
た
と
い
う
こ

と
は
、
神
を
大
切
に
す
る
が
如
く
、
自
然

を
大
切
に
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
々
は
、
自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
る
と

い
う
実
感
と
、
人
間
の
力
を
は
る
か
に
超

え
る
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
畏
敬

の
念
を
も
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
自
然

の
猛
威
の
前
で
、
人
間
は
無
力
で
す
。
何

よ
り
も
、
感
謝
と
謙
虚
さ
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
は
ず
で
す
。

　

日
本
人
は
古
く
か
ら
、
家
に
仏
壇
を
祀

り
、
日
々
、
ご
先
祖
様
に
感
謝
の
祈
り
を

捧
げ
て
き
ま
し
た
。
朝
、
ご
飯
が
炊
け
れ

ば
、
ま
ず
仏
壇
に
供
え
、
寝
る
前
に
は
一

日
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
、

仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
自
然

の
恵
み
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
お
米
一
粒
も
、

手
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
と
い
う

こ
と
に
思
い
を
馳
せ
ま
す
。
そ
し
て
自
分

ひ
と
り
で
は
生
き
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
謙
虚

さ
が
生
ま
れ
ま
す
。
一
日
二
十
四
時
間
の

中
で
考
え
れ
ば
、
手
を
合
わ
せ
て
い
る
時

間
は
た
っ
た
数
分
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
生
活
の
中
で
必
ず
感
謝
す
る
時
間

を
も
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

お
盆
が
来
月
に
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。

冒
頭
の
北
村
季
吟
の
俳
句
に
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
先
祖
様
が
本
当
に
そ
こ
に
お
ら
れ

る
と
感
じ
、
普
段
の
感
謝
を
伝
え
る
時
間

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
日
々
、
ご

先
祖
さ
ま
と
対
話
す
る
機
会
が
少
な
い
と

感
じ
て
い
る
方
は
、
ど
う
ぞ
、
お
盆
を
そ

の
機
会
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
長
期
休

暇
で
旅
行
に
行
か
れ
る
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
一
日
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
、

ご
先
祖
様
と
向
き
合
う
時
間
を
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
祈
り
の
時
間
は
、
感
謝
の

心
・
謙
虚
な
心
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

 
お
盆
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
北き

た
む
ら村
季き

吟ぎ
ん

の
詩
に
よ
せ
て

 

ま
ざ
ま
ざ
と
　
い
ま
す
が
如
し
　
魂た

ま

ま
つ
り


